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研究成果の概要（和文）：プロジェクト都市計画を基礎概念に歴史的環境保存から都市開発まで、偏りなく研究を蓄積
した。とりわけ、別項の通り、フランスの首都圏整備計画「グラン・パリ」に関する査読論文、オスマンのパリ大改造
を緑地形成史として脱構築した共著書の中での単著論考、マルセイユのユーロメディテラネ構想の雑誌報告、フランス
語の郊外化の歴史の本の翻訳を進め原稿を京大出版会に手渡したこと（2016年夏頃出版予定）、超高層の都市計画に関
する共同研究の成果の鹿島出版会の上梓が主要実績である。

研究成果の概要（英文）：This research has accumulated results from heritage protection to urban 
renovation under the key concept Project Urban Planning. Particularly, as showed in the another chapter, 
an peer-reviewed paper on the Grand Paris (capital region planning in France), an article on the urban 
renovation of George Haussmann form the point of view pf green space formation, also an article on 
Euromediterranee Project in Marseille, and a translation of a book in French on the suburb exile tendency 
history for publication from Kyoto University Press.

研究分野：都市計画
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１．研究開始当初の背景 
本研究の背景には、わが国の都市計画が抱え
る「景観整備の官民の非対称責任の解消」「開
発性悪説からの脱却とグランド・デザインに
よるその戦略的位置付け」「横断的で専門的
な計画策定機関」という問題群がある。 
 
２．研究の目的 
本研究では、上記の背景に対し、フランス
でここ数年で興隆したプロジェクト都市計
画（urbanisme de projet）を対置する。これは、
まず市民生活の質の向上に資するプロジェ
クトを尺度不問で考案し、それに合わせた土
地利用や行政ガヴァナンスを可塑的に後置
する考え方である。近年それらを理論化する
研究が出版され学術的考察も増加している
ため、どの解読を目的とする。 
 
３．研究の方法 
上記の問題群に関し、制度のみならず立案・
運営組織の点からも、文献読解、聞き取り調
査、そして現地踏査の古典的手法で実証的に
分析することを研究方法論とする。とりわけ、
粗探しする位の姿勢で実態把握を重視する。
また、我国の都市の抱える問題からの対象地
選択等、我国で要求が高まる視座からの検証
も実施する。 
 
４．研究成果 
(1)2013年度は、フランスの都市計画関連制度
の現況に関し、以下の研究を行った： 
我国では東京一極集中を批判の対象としがち
だが、近年のグローバリゼーションの動向を
勘案し、成長戦略拠点都市の事例として、フ 
ランスの『グラン・パリ』を研究した。その
結果、以下の結論を得た： 
①プロジェクト・合意形成先行方式へ：首都
圏整備の進行方法にはプロジェクト先行、行
政区画再編先行、合意形成先行の各方式があ 
るが、今次の首都圏整備構想では行政区画再
編は実施されず、主要プロジェクトとしての
環状鉄道建設、拠点開発、或いは社会住宅整 
備等が立ち上がり、合意形成機関としてパ
リ・メトロポールが残る現実的アプローチに
拠ることとなった。 
②「変容、適応、循環の都市計画」へ：国際
諮問に於ける提案群は、「生産と拡張の都市
計画の終焉」に対し、縮退やコンパクトの概 
念ではなく「変容、適応、循環の都市計画」
を対置している。これは諮問内容だけではな
く、クラスター方式のCDT、首都圏の概念を 
拡張したセーヌ・ゲートウェイ構想、さらに
は環境配慮型の公共交通整備といった実施内
容にも言えよう。 
③プロジェクト都市計画へ：CDTはプロジェ
クト都市計画と称される。規制緩和型の都市
計画ではあるが、民間開発を容易化する我国 
の特区と異なり、地方団体の意思が優位に反
映される整備拠点と言え、規制ではなくプロ
ジェクトを主軸として戦略的都市整備を推進 

する仕組みである。そもそもプロジェクトを
先行させ、それに最適なガヴァナンスを探求
するのは欧州では一般的になりつつある。固 
定的行政区画の枠組み内での規制型都市計画
が時代遅れになり、プロジェクトを先発させ
後発的にガヴァナンスや規則を考案する局面 
に入ったと認識されている。 
(2)2014年度は、フランスの都市計画関連制度
の現況に関し、以下の研究を行った： 
パリ市及び周辺３県による大都市圏創設が
2016年１月１日に予定される一方で、2015年
３月にフランスの県議会の統一地方選挙があ
ったため、顕著な動きがなかった。そのため、
現状のフォロー・アップを適宜進めつつ、以
下の作業を行った。 
①2014年のフランス全国都市計画機構連盟
（FNAU）総会で知己を得たパリ政治学院（通
称Sciences-Po）のフロラン・パルマンティ 
エ氏に同学院のイレーヌ・ムブアナ女史を紹
介いただき、グラン・パリ計画の財政的側面
について聞き取り調査をした。ロンドンのク 
ロスレール事業と同様、起債と将来の開発利
益の還元を見込んだ財政計画だが、起債重視
となる見込みであることを確認した。 
②上記女史の比較研究に触発され、グレータ
ー・ロンドン・オーソリティの都市デザイン
に関して研究を進めた。1997年のトニー・ 
ブレア率いる労働党の政権奪取で、1980年代
にマーガレット・サッチャー首相により廃止
された上記オーソリティが復活したもの、ケ 
ン・リビングストン市長のロンドン・プラン
は超高層建物を許容するもので、ロンドンの
伝統的スカイラインが大きく変容した政治的 
背景を把握した。パリでも2014年３月に誕生
したアンヌ・イダルゴ市政は、ベルトラン・
ドラノエ前市政を継承して超高層建物の建設 
許容に舵を切りつつあるため、その比較対象
として興味深い平行性と思料した。 
③上記パルマンティエ氏の示唆で、シャンパ
ーニュ地方の世界遺産登録の研究に着手した。
これは319基礎自治体を覆う原産地統制 
呼称（AOC）エリアを、景観保護を補助線と
した世界遺産登録で貫く行政区画不問のプロ
ジェクトであり、これまで大都市にしか向け 
てこなかった視線を農村部に向ける良い契
機となった。 
(3)2015年度は、フランスの都市計画関連制度
の現況に関し、以下の研究を行った： 
グラン・パリ大都市圏共同体が 2016 年１月
１日に発足したが、結局、権限の少ない曖昧
な位置付けしか得られず、トップも無名の政
治家が就任した。そのため、適宜グラン・パ
リに関する情報を収集しつつ、以下の研究を
併行して進めた。 
① 2015 年度フランス全国都市計画機構
（FNAU）総会で聴講した、節度ある郊外開
発のあり方の探求のため、これまでの商業都
市計画などのレビューに着手した。また、同
2012 年度大会（アミアン）の資料を入手し、
読み込みを始めた 



②自治体ではなく商業団体が広域的なプロ
ジェクト都市計画を主導する事例として、
2015 年に世界遺産登録されたシャンパーニ
ュの研究を進めた。シャンパンの呼称保護や
世界的販売網の構築を担う組織が世界遺産
登録とプロジェクトを軸に、自治体を巻きこ
み都市計画の立案を促すダイナミズムを明
らかにしつつある。 
③他方、文化施設の建設をプロジェクトの軸
としてユーロメディテラネなる都市デザイ
ンを進めるマルセイユの研究を進めた。2013
年の欧州文化都市開催のため準備された文
化というキイワードの下、社会的連帯も絡め
て都市計画の進展を明らかにしている。 
(4)全般として 
日欧では都市再生プロジェクトを打つ場所
に大きな相違がある。日本では強者をさらに
強く、弱者は自己努力という態度が支配的で、
都市再生イコール都心のビジネス・ディスト
リクトでの容積率緩和型都市開発が連想さ
れがちである。対してヨーロッパの都市再生
は、強者は放置しても問題ないので弱者こそ
支援をという理念に支えられ、衰退地域の支
援が中心となっている。また、各々の界隈を
結ぶ交通体系も公的関与が不可欠である。 
フランスではプロジェクト都市計画をそ
の手段に据える。規制でも事業でもない官民
協働のプロジェクトを主軸とすることで、効
率的都市整備を推進する仕組みである。固定
的行政区画内で規制を通じて都市計画を実
施してきたモデルが時代遅れになり、プロジ
ェクトを先発させて後発的にガヴァナンス
や規則の考案をすべき局面に入った。実現を
前提とした具体的プロジェクトなくしては
都市計画とは言えず、スキーム型の都市計画
の無力を断じている。無論、土地利用規制が
無用という訳ではなく、それはプロジェクト
なくしては有意にならないということだ。 
日本での昨今の都市計画のキイ・ワードは
コンパクト・シティであろうが、かくのごと
く考えると、現行制度でそれが実現したら街
は現在のスプロール同様に滅茶苦茶になろ
う。中心市街地での容積率緩和という規制で
も事業でもプロジェクトでもない手法で、郊
外でできるのは超高層マンションだけであ
ろう。ここには上述の超構想群は皆無だ。こ
れであれば、現在の拡散的市街地を自転車等
で緩やか連結するスマート・スプロールの方
がまだ比較優位ではないか。 
業務地区でも、規制緩和で民間が超高層を
建設するだけである。しかし、フランスの各
都市は様々なプロジェクト都市計画を駆使
して超高層街区の、そして都市全体の価値を
向上させている。 
超高層は都市の生産性向上の必要条件だ
が、そのプロジェクト都市計画という充分条
件を欠落させては百害あって一利なしであ
る。マルセイユを見てみよう。フランスの凋
落都市の代表選手と揶揄されてきたマルセ
イユが、近年その復活ぶりで注目されている。

ザハ・ハディッド設計の世界第３位海運会
社・CMA-CGM 社のスカイスクレイパーは
137mの高さと 55,000 ㎡の規模は超高層とし
ては平凡だが、２本の懸垂曲線が相互接近し
ながら立ち上がり、垂直な部材が皆無の形態
は、幾何性とも具象性も異なる躍動感あふれ
る超高層を産み出している。 
ただ、本論は水平の超高層に注目した。

80,000㎡の港湾倉庫が、その旧用途のレ・ド
ックというオフィス・コンプレクスにコンヴ
ァージョンされている。公共事業として非営
利で運営され賃料も低く抑制されているか
ら、集積の経済もあって大企業とヴェンチャ
ーが混合入居する。館内のカフェテリアでは、
スーツで隙なく固めたビジネスマンと、ヒッ
ピーもどぎのクリエイターが同じテーブル
に着いたりしている。 
無用に超高層を増殖させて消耗戦に陥る一
方で既存ストックを遺棄し、さらにはビジネ
ス・ディストリクトでのコミュニティも閉鎖
的な日本への反面教師である。つまり、都市
の生産性は超高層ではなくてプロジェクト
都市計画に掛かっている。 
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